
●お知らせ１

こんにちは、東北農政局です。皆さんお花見には行きましたか？実は桜は日本だけでも600種類以上ある
と言われており、長く楽しめる花です。晴れた日は外に出て、いろいろな桜を楽しんでみてはいかがでしょうか。

（第27号：令和６年４月） 

●お知らせ２ 「仙台せり」が地理的表示（GI）産品として登録されました

詳細はこちら

1

農林水産省は令和６年３月27日、地理的表示法に基づき、東北地域から「仙台せり」（生産地：宮城
県名取市（旧増田町）、仙台市太白区）を地理的表示（GI）産品として登録しました。

東北農政局は、東北管内で輸出に取り組む優良事業者の中から令和５年度東北農政局長賞の受
賞者を決定し、表彰式を行いました。また、受賞者の皆様から輸出に対する取組内容をご紹介いただ
くとともに、輸出拡大に向けた取組の現状と課題についての意見交換を実施しました。

詳細はこちら

「令和５年度東北農政局輸出に取り組む優良事業者表彰」の
表彰状授与式が開催されました

第149号 仙台せり

葉茎の鮮やかな緑色と根の白さとのコントラストが美しく、さわやかな香りと豊かな味わい、シャキシャキとした
歯切れのよい食感を有する。伝統行事や郷土料理に用いられ、地域の風習や食文化に欠かせない伝統食材と
して定着している。

【特性】

登録団体：仙台せり振興協議会
生産地：宮城県名取市（旧増田町）、仙台市太白区

https://www.maff.go.jp/j/shokusan/gi_act/register/0149/index.html

• 加工工場でのHACCPによる衛生管理や「鮮度」の重視に
よる日本産ほたての評価を維持するために、養殖区域・
製造工程の説明を行うことで他国との差別化を図っている。

• 各市場の文化やニーズに合わせた商品・サービスの提供
が必要となるので、現地の消費者志向や規制要件を理解
し、製品・マーケティング戦略を適応させている。

• 人的交流・新商品の開発・安定的な輸出の継続に向けて、
タイ・台湾では現地販売店と直接商談を行う等、マーケット
インの発想で輸出事業を展開。

• 園地登録が必要である等規制・検疫面で輸出難易度が高
いベトナム・カナダ・アメリカへ若い後継者が主体的に取り
組んでいる。

• 日本酒の製造方法・醸造元の歴史などを商品価値の一部
として評価するワイン文化が根差した国・地域をターゲット
とした戦略をとり、販路の拡大・商流の確立・消費者への
浸透を図っている。

• ソムリエやレストランオーナーを対象としたマスタークラス
を世界各地で開催し、各地の著名なレストランで世界のセ
レブに向けた商品提供が行われている。

株式会社山神（青森県青森市）

岩手中央農業協同組合（岩手県紫波郡紫波町）

株式会社田中酒造店（宮城県加美郡加美町）

https://www.maff.go.jp/tohoku/kihon/yusyutu/R5hyosyo.html

≪取組内容≫

≪取組内容≫

≪取組内容≫

ボイルほたて
両貝ほたて 等

りんご
サツマイモ

日本酒
（TANAKA1789）

オーストラリア 等
21カ国

アメリカ 等
８カ国

アメリカ 等
11カ国

https://www.maff.go.jp/j/shokusan/gi_act/register/0149/index.html
https://www.maff.go.jp/tohoku/kihon/yusyutu/R5hyosyo.html


発行元お問合せ先

東北農政局 経営・事業支援部 食品企業課 仙台市青葉区本町３-３-１（仙台合同庁舎A棟）

TEL:022-263-1111 (内線4558) E-mail : syokusannews_tohoku@maff.go.jp 2

詳細はこちら

●お知らせ３
「食品製造現場におけるロボット等導入及び運用時の

衛生管理ガイドライン」を策定しました

農林水産省は、食品製造業の労働生産性向上に向けた製造現場へのロボット等の先端技術の導
入を推進するため、業界関係者の協力を得ながら、ロボット等の先端技術を衛生的に使用するための
留意点等をまとめたガイドラインを策定しました。

●お知らせ４
「卸売市場の仲卸業者等と小売業者との間における生鮮食料品等の

取引の適正化に関するガイドライン」を策定しました

詳細はこちら

●お知らせ５ 「食べて応援しよう！in仙台2024」を開催しました

東北農政局は、東日本大震災により被災した地域の農林水産物等を積極的に消費する「食べて応
援しよう！」の取組の一環として、岩手・宮城・福島３県の農林漁業者、食品事業者が農林水産物や
加工品などを販売するイベント「食べて応援しよう！in仙台2024」を３月16日～17日に開催しました。
ご来場いただいた皆様、ありがとうございました。

https://www.maff.go.jp/j/press/shokuhin/kigyo/240417.html

農林水産省は、食品等流通調査に基づく措置の一環として、「卸売市場の仲卸業者等と小売業者と
の間における生鮮食料品等の取引の適正化に関するガイドライン」を策定しました。

➢ 食品等流通調査の結果、不当な返品など独占禁止法
等の観点から問題となり得る事例が明らかになったこと
から、食品等流通法に基づく措置として本ガイドライン
を策定。

➢ 卸売市場の仲卸業者等と小売業者との取引関係にお
いて問題となり得る事例を提示し、できるだけ分かりや
すい形で独占禁止法等の考え方を示すことにより、取
引上の法令違反を未然に防止することを目的としてい
る（右の図は事例の一部）。

https://www.maff.go.jp/j/press/shokuhin/ryutu/240327_26.html

＜ガイドラインについて＞

➢ ロボット等の先端技術を食品製造現場に導入
し、HACCPに沿った衛生管理の下で安全に
運用していくための留意点等をまとめている。

➢ （一社）日本惣菜協会、機械メーカー、SIer（シ
ステムインテグレーター）、食品製造事業者等
の業界関係者にご意見をいただき作成した、
現場の実情に即したガイドラインとなっている。

＜ガイドラインのポイント＞
ガイドラインの内容

https://www.maff.go.jp/j/press/shokuhin/kigyo/240417.html
https://www.maff.go.jp/j/press/shokuhin/ryutu/240327_26.html
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